[bookmark: _GoBack]推進力の計算
小口径管推進工法　泥土圧方式

推進力の計算出力例 △△路線Excelの識別名に設定した文字列を#で囲んでください。これを各計算書の計算結果に置換します。
なお黄色の着手は任意ですが、計算書作成段階や実務での計算チェックに便利ですので、着色をお勧めします。

スパンC
推進不可
計算条件
推進力は、提案式（Ⅰ）により求める。
	




ここに、CAUTIONはスクリプト動作に重要な識別名です。この識別名に設定された文字列をファイル名に付加します。
Excelデータにおいて、安全率不足などの情報を入力しておくことで、不適合な計算書を誤って提出することを防ぐことが出来ます。

	：総推進力	
	：先端抵抗力	
	：先端抵抗力係数	
	：周面抵抗力係数	
	：管外周長	
	：管外径		
	：推進延長	
推進管の仕様
	：呼び径				600	
	：管外径				0.760	
	：管外周長			2.388	
	：コンクリート圧縮強度		70N/mm2	 
	：許容耐荷力			2,396	
推進設備
適用工法				泥土圧式推進工法 機種例3
元押し推力				3,038	
施工条件
管通過部の土質			砂礫土
	：推進延長			250.00	

推進力の計算
先端抵抗力の計算
	


総推進力の計算
	



表1 先端抵抗力係数αおよび周面抵抗力係数f
	
	砂質土、粘性土
	砂礫土
	硬質土

	先端抵抗力係数	α	
	1,200
	1,750
	1,500

	周面抵抗力係数	f	
	3.0
	4.5
	2.5



許容耐荷力による推進可否判定
掘進方向の管の耐荷力による判定
推進管の許容耐荷力(2,396)が総推進力(3,480.4)を下回っているため、推進不可能である。
元押し推力による判定

元押しの許容耐荷力(3,038)が総推進力(3,480.4)を下回っているため、推進不可能である。
総合判定

上記までの判定により、推進不可能である。
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